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１　災害派遣

【被害状況の確認】
○発生場所の確認
○被害状況の確認　　等

【被災教育委員会等へ連絡】
○避難所の設置状況の確認　　
○EARTH派遣について説明　
○派遣要請について確認　　等

【派遣要請】
依頼文
○事務局⇒教育事務所⇒
　市町教育委員会⇒学校⇒EARTH員
※　県立学校は事務局から学校へ直送
○事務局⇒EARTH員
※　緊急時は並列で連絡を行う

【緊急連絡網発信】
○EARTH員派遣照会
○派遣日程調整　　　　等

【被災地派遣及び後方支援】
○現地での後方支援
○事務局での後方支援

【派遣終了後】
○派遣報告書の集約
○事務局対応の振り返り

派遣要請

震災・学校支援チーム（EARTH）事務局の災害発生時の動き

災 害 発 生

【メディア等】
・発災場所、日時、震度、被害状況
　避難所設置状況　等の情報を収集する。

【被災教育委員会等へ連絡】
・都道府県教育委員会へ連絡
※　都道府県教育委員会が各市町教育
委員会の被災状況を把握ができてい
ない場合は、各市町村教育委員会へ
連絡する。

・EARTH員への派遣照会及び確認
・派遣日程の調整
・派遣チームの編成
・派遣先での支援要請内容把握
・派遣が決定したEARTH員の所属長
へ連絡し、派遣の承諾を得た後、依頼
文書送付

YES
NO

　平成 28 年熊本地震では、庁舎が倒
壊し web サイトがダウンした市町村も
ある。教育委員会がどこに仮設置して
いるのか把握できなかった。
　また、都道府県教育委員会では被災
市町村の状況把握が困難なことから、
地震が発生した断層上の市町村教育委
員会、全てに対して連絡を行った。

　他府県における震災 ･ 学校支援チーム
(EARTH) の周知度は低いことから、被
災都道府県教育委員会、市町村教育委員
会に連絡の際には、震災・学校支援チー
ム (ERATH) について説明が必要となる。
　平成 28 年熊本地震では、都道府県教
育委員会、各教育事務及び各市町村教育
委員会に震災・学校支援チーム (EARTH)
に関する説明文FAXで送信した。しかし、
先遣隊や派遣時においても EARTH に関
する説明を幾度も実施している。
　広報活動においては、今後の課題でもある。

【参考】災害発生時の事務局
　　　  の状況把握

【参考】震災・学校支援チーム
　　　　　（EARTH）の周知の必要性

Ⅶ章　事務局対応　１　災害派遣
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１　派遣前
⑴　情報収集
　①　メディア等による情報収集
　②　被災地都道府県等教育委員会への問合せ
　　・学校及び児童生徒被害状況の把握
　　・支援要請内容
⑵　派遣実施の調整
　・県防災担当部局、関西広域連合等との連携
　・派遣日程の検討
　・EARTH 員への準備連絡（教育事務所含む）
⑶　連絡
　①　震災・学校支援チーム（EARTH）員へ
　　・派遣の可否について緊急連絡網を使い確認
　　　（管理職の許諾）
　　・派遣可能と回答した EARTH 員の中から派遣者を選考し、

班を編制
　　・派遣 EARTH 員の所属長等への派遣依頼文書を発出
　　・派遣日程や活動内容について派遣される EARTH 員に連絡
　②　被災地の教育委員会へ
　　・支援内容の確認
　　・日程調整
　　・派遣先の学校との調整を依頼
　③　運営委員会へ

　　　・派遣者、派遣日程等の報告
⑷　現地活動のための準備
　　災害の種類・被害の程度、チームの目的や目的地、目的地

までの距離によって異なるが、以下の準備を行う。
　①　移動手段
　　　被災地の公共交通機関の運行状況等を勘案し、必要に応

じて車を借り上げる。（チームが班ごとに乗れるバンなど
の車を借り上げる。）災害支援であることが外からわかる
ように表示する。

　②　宿泊の準備
　　　現地ではホテルなどの宿泊施設が使えない可能性が高

い。また、自分たちが安全で快適なところに宿泊すれば被
災者のためのインフラ資源を使用してしまう可能性があ
る。そこで、車中泊、テント泊、避難所等の空きスペース
で宿泊するか、被災していない近隣地域に宿泊し、被災地
支援に通う。

２　事務局の対応

Ⅶ章　事務局対応　２　事務局の対応

Ⅶ
章　

事
務
局
対
応

209



　③　食事の準備
　　　宿泊と同様に、災害直後に現地調達することは、被災地

域の負担を増やすことになる。予定日程分の水や食料は持
参する。調理器具や食器も同様で、調理の簡単な食事内容
にするとともに、食器も持参し、ゴミなども基本的には持
ち帰る。

　④　事務局として準備する物品チェックリスト
　　□活動のしおり
　　□ EARTH ハンドブック（提供用）
　　□その他提供する資料
　　　（学校防災マニュアル、「明日に生きる」等）
　　□現地地図
　　□パソコン（タブレットパソコン）　　　　　 等
⑸　その他

　　・記者発表

２　派遣活動中
⑴　派遣初日
　①　出発時　集合場所において点呼、諸連絡
　②　被災地教育委員会訪問
　③　避難所となった学校等を訪問
⑵　派遣中
　①　活動内容等の調整
　②　派遣先の調整（本庁事務局との連携）
　③　事務局への状況報告
　④　現地教育委員会との連携（派遣先の調整等）

３　派遣終了後
⑴　報告
　①　震災・学校支援チーム（EARTH）員から
　　・活動報告書の提出 → P205 へ

　②　被災地の教育委員会へ
　　・支援内容についての振り返り
　　・更なる派遣要請への対応
　③　EARTH 運営委員会へ
　　・派遣者、派遣日程等の報告

Ⅶ章　事務局対応　２　事務局の対応
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主な参考文献等（順不同）
学校防災のための参考資料　「生きる力」を育む防災教育の展開（文部科学省）

東日本大震災における学校等の対応等に関する調査報告書（文部科学省）

災害時におけるペットの救護対策ガイドライン（環境省）

避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（内閣府）

東日本大震災における食料へのアクセス実態調査（農林水産省）

平成 23 年（2011年）東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）について（消防庁災害対策本部）

兵庫県地域防災計画（風水害等対策計画他）（兵庫県）

避難所等におけるトイレ対策の手引き（兵庫県）

災害時要援護者支援指針（兵庫県災害時要援護者支援対策検討委員会）

学校防災マニュアル（平成 24 年度改訂版）（兵庫県教育委員会）

震災を生きて（兵庫県教育委員会）

震災を越えて - 教育の創造的復興 10 年と明日への歩み -（兵庫県教育委員会）

災害を受けた子どもたちの心の理解とケア（研修資料）（兵庫県教育委員会）

防災教育研修プログラム事例集（防災教育開発機構・兵庫県教育委員会）

みやぎ学校安全基本指針（宮城県教育委員会）

愛知県避難所運営マニュアル（愛知県防災局災害対策課） 　

3.11 からの復興　絆そして未来へ　東日本大震災２年間の記録（宮城県小学校長会・仙台市小学校長会）

災害時のこころのケア（日本赤十字社）

ストレスマネジメント理論による心とからだの健康観察と教育相談ツール集（あいり出版：冨永　良喜著）

日本障害者リハビリテーション協会情報センターホームページ

社会福祉法人全国社会福祉協議会ホームページ

震災伝承館（東北地方整備局）ホームページ

農林水産省ホームページ

気象庁ホームページ

日本赤十字社ホームページ

NTT 西日本ホームページ
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